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　宮城県葬祭業協同組合と連動して火葬と葬儀に係る一切のお手伝いをさせて頂きました。

　弊社では社長の太田尚行と社員の奥様が津波の犠牲となりました。 

　社長という指揮系統のトップがいない中、また家族に犠牲者がいる中で、社員が一丸となり多くの

御遺族の支援をさせていただきました。 

　会館も被災し、１階は全て水没し使用できず、物資も葬祭用備品も足りない状況でしたが、 ２階ホー

ルに多くの犠牲者の方のご遺体を安置させていただきました。当時はなかなか火葬ができませんでし

たが、それでも少しずつ内陸の火葬場、または県外の火葬場へ棺をお運びいたしました。 

　平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分東日本大震災発生。

　直後停電が起き連絡手段は途絶えました。

　沿岸部での大津波警報が発令され、多数の犠牲者がいるのを知ったのは 11 日の夜遅くでした。市

の職員が浅野屋へ来て「多くの死者がいるので、会社にあるだけの棺を全部準備してほしい」と要請

があったのです。翌 12 日朝から、最初の遺体検視所・遺体安置所である旧増田中学校グランドに在

庫してあった木棺を搬入。安置所で社員と市の職員戸出棺の組立作業を日が暮れるまで行いました。

収容しきれなくなり、後に空港ボウリング場が遺体安置所となりました。名取市斎場が復旧するまで

の約 2 週間、火葬を急ぐケースの場合、名取市の姉妹都市、山形県上山市の火葬場まで搬送。多い日

は 1 日 2 回山形まで搬送しました。

　交流を重ねてきた事から、上山市では名取市の被災遺体を積極的に受け入れてくれました。上山の

火葬場では 17 時以降震災遺体の火葬を行ってくれました。浅野屋では火葬が決まるまでは安置所で

遺体を安置し、火葬場へは安置所から霊柩車で搬送しました。姉妹都市とはいえ県境を越えた宮城県

名取市の火葬を受け入れてくださった上山市の方々には感謝の気持ちでいっぱいです。

　なお、自分たちも被災者であろう社員全員が誰一人休まず仕事に来てくれた事も感謝しています。

株式会社  秋田屋

今年は震災発生から
10年の節目の年でもございました。
記念誌発行に当たり各社の取組を
振り返っていただきました。

株式会社  石巻葬儀社

株式会社  浅野屋
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　亘理町からの木棺の拠出要請があり、亘理町・山元町の遺体検視所、安置所になっている旧角田女

子高へ会館にて組み立てた棺を持っていき納棺業務を行いました。

　棺の組み立て作業には大量の数と時間が急がれる為、臨時に親戚の大工さんの手伝いをもらい急

ピッチで棺を組み立てました。

　ドライアイスも十分に手に入らない中、時間・日にちが経過するにつれご遺体の損傷、腐敗が進み

株式会社  刈谷葬儀社

　当初身元が判明した犠牲者の方々で、最後に火葬をされた方は

５月中旬頃でした。 弊社では地震発生からの 2 ヶ月間で約 200 人

の方の火葬に携わりました。 震災当時は全国の皆様から多くの支援と励ましの言葉をいただき、今

も感謝を忘れた事はありません。 本当にありがとうございました。 

　常に防災への備えと心構えをもち、尊い命がこれ以上失われないように、これからの未来を担う若

い社員達へも伝えていきたいと思います。

山元町 山元町 山元町中浜
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身元確認に時間がかかりました。

　身元が判明したご遺体を旧角田女子高から火葬場へ搬送、又は火葬ができるまで亘理町Ｂ＆Ｇ体育

館や自社会館へ安置致しました。

　亘理町の火葬場 1 日 6 体を倍の 12 体に稼働を増加し火葬を行ったが間に合わず仮埋葬を行うこと

になり、仮埋葬地では地元の建設会社と協力して仮埋葬を行いました。又、夕方以降より仮埋葬した

くない方を費用は個人負担でありますが山形県の火葬場で引き受けていただくことになり山形市斎場

へ搬送し夜遅くまで火葬を行いました。

　6 月より仮埋葬した棺を掘り起こし新しい棺へ納棺し仙台市葛岡斎場へと搬送する業務を地元建設

会社と協力し行いました。掘り起こし、搬送作業には臨時で知人にお手伝いいただき作業にあたった

が棺は潰れ血液、体液が流出し、腐敗もひどく大変な作業でありました。

　今まで経験したことのない出来事に行政も葬祭業者も混乱し情報が錯綜しました。無我夢中にご遺

体の納棺、搬送、仮埋葬、掘り起こしにと日々奔走いたしました。

亘理町荒浜瓦礫山元町中浜小学校 亘理町荒浜

　内陸地ということと

テレビが見れない状況

の中、津波が押し寄せ

て死者が多数だという

ことを知ったのは当日

の深夜でした。数日後、

沿岸部の葬祭会館では

受け入れが難しい方や

こちらの親戚等のつて

株式会社  北川

で 30 名を超えるご遺体を安置・火葬させていただきました。

　遠くは女川までご遺体をお迎えに行き、火葬は山形県まで行かせて頂きました。

　生活物資や必需品が乏しい中、スタッフみんなで知恵を出し、協力し合えたことが今でも当社の宝
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になっているのではないかと思います。今般のコロナウイルスによる宮城県第１号の死亡者を当社で

お世話させて頂き当時の教訓が根付いていると実感致しました。

　東松島市仮埋葬墓地（大塩）より弊社車両にて（霊柩・搬送車）仙台葛岡斎場に搬送業務。

　大震災後、会社の車庫に寝泊まりし約一ヶ月間業務に遂行。

　発災当初より組合主導のもと女川、石巻など沿岸部での納棺業務にあたりました。また、角田での

業務にもあたりました。火葬場への搬送業務は他社様と連携し行いました。

　本社においては会館へのご安置、ご遺体保存、またご家族の方々の精神的ケアに努めました。

　当社では津波で亡くなられた方々をご安置するため、会館の 3 階を安置所として提供した。常に 5

～ 10 人のご遺体を安置し 50 人にのぼった。

　広域の火葬場にて荼毘に付しご遺族にお渡しすることができ少しでも被災された方のお役に立てた

のであれば幸いです。

　震災で壊滅的となった。自宅はもちろん 1999 年創業した葬儀社など全財産を失った。当時消防団

長として救助活動や行方不明者の捜索の陣頭指揮に当たったが言葉にできない辛い日々だった。

　震災から 3 か月後 37 年間務めた消防団を退団、其の後、叙勲を受章したが地域住民を守るという

使命感を心の支えに踏ん張れたのだと思う。

　震災後は家も仕事もない仮設住宅暮らし。周囲は漁業の再建に向け動き出した。だが本業の葬儀社

を再び起こしたいという思いだ。

　地元の仮設商店街で営業を再開したが売り上げは０、本格営業には程遠く厳しい現実を突きつけら

れたｌやはり必要なのは経営基盤の強化である。

　金融機関に掛け合い融資の承諾を得た。其の後消防団関係者の協力で現在の土地 750 坪 2,012㎡河

北 IC 近くに確保した。2013 年念願の葬祭会館を完成させ現在に至っている。苦難の末再建した会社

7 人のスタッフと共に真心をもって尽くすという理念を貫き通したと思ってます。

　震災の次の年 1 月 24 日すべてを失った地区民が一気団結二度悲惨な事が起こらないように念じ、

笑いでうららかな春一番の日差しを迎えようと「おめつき」をし、復興すべく海上安全大漁祈願の神

事を行った。

株式会社  きむら葬儀社

株式会社  くさかや

株式会社  倉島本店

有限会社  こまつ葬儀社
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　2 ヶ所の会館が全壊半壊の被害を受けたものの社員の人的被害は無かった。

　5 日間の停電、約 1 か月におよぶ断水の中でも、地域の皆様からのご依頼や組合、自治体からの要

請に応えるべく奮闘し、ご遺体の搬送、火葬のお世話にあたった。

　陸の孤島となり、物資が無いなか、役場職員、消防団員とともに遺体回収と仮埋葬の日々だった。

　震災時は、自分の会館も被災し、応急処置をして葬儀をした記憶があります。そんな中、津波で亡

くなられた方々を 6 人の葬儀をさせて頂きました。赤い服、長靴を履いて火葬、葬儀に来た方々が多

かったのを思い出します。

　東日本震災は自然災害の恐ろしさと同時に、人間の力では到底太刀打ちできないことを改めて感じ

ました。

　復興には国や行政、金融機関の支援を受けながらも、他力本願ではなく、企業として個人として、

強い覚悟で当たらなければならないこと。

　私は会社全体の陣頭指揮を執りながら、企業として社会的貢献は何があるのかを模索し、関係機関

との交渉にもあたりました。

　石巻市は行方不明者も含め、3 千人以上の方が被害に遭われました。 亡くなられた方々をお弔い

する葬祭業者として会館の復旧は急を要するものでした。

　社員は駐車場や館内に溜まった泥かき、道具の修理、清掃など、不眠不休で働いてくれました。ご

遺体の棺が会館の中で数を増していく光景にどれほど胸を痛め、仮埋葬に立ち会った社員のその時の

感情は筆舌に語り尽くせぬものであったことは容易に想像できます。 

　これらの経験が現在の業務の中で生かされ、ご遺族の立場に立って葬儀を執り行っている社員の姿

　2011 年東日本大震災の際には、宮城県葬祭業協同組合および仙台地域葬儀会館連絡協議会の震災

対策本部長として、棺の輸送と犠牲者の納棺業務を中心に現場を指揮。清月記として 2011 年 4 月よ

り石巻市仮埋葬およびその後の掘り起こし火葬の業務を請け負う。５月には、石巻地域で 1500 基の

ミニ仏壇を無償配布し、津波で被害を受けた方々の供養の心を支援した。また、震災で両親を亡くし

た子供たちを継続的に支援する「認定ＮＰＯ法人ＪＥＴＯみやぎ」を社員とともに立ち上げた。

株式会社  ごんきや

有限会社  聖花園

有限会社  田尻典礼

株式会社  NOMCO&CO.

株式会社  清月記
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　当時は遺体安置所で対応する者、ライフラインが止まったので火葬場へ予約を取りに行く者、もち

ろん葬儀担当者、施行担当者と皆本当に大変な思いをした。

　直ぐに知り合いの社長へ連絡し、日の短い食品を持って来てもらい町内の方々へ配ったりもした。

　使用済みの余ったロウソクも配ったりした。

株式会社  花祭壇

　１．塩釜地区２市３町地区では、地域寺院、葬儀業者、行政が一体となって、ご遺体の火葬日まで

の対応に取り組んだ。

　２．弊社では、塩釜会館と利府会館をご遺体安置所とした。

　３．塩竈市、石巻市、七ヶ浜町などの地域の東日本大震災慰霊祭に関わり、設営、進行に携わった。

　４．山形県や北海道などでの地域外火葬場へ搬送、火葬を施行。

　５．葬連協との連携。

　６．弊社社員は緊急事態への有事対応とし、全社員が震災へ真摯に、一丸となって対応した。

株式会社  白寿殿

に、役員として心から感謝をしています。 

　葬祭業は到達点がない仕事であることを思いにとめ、更なる成長を重ねていって欲しいと心から

願っています。

多賀城会館

仙台会館

仙台会館

仙台会館

石巻会館

仙台会館
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・本社 2 階の葬祭会館を開放し、病死の方々を安置。

・災害本部と連携し火葬に必要な物資の手配のお手伝い。

・市内数か所の安置所で納棺作業のお手伝い。　・火葬や仮埋葬の計画、準備、手配のお手伝い。

・市内の同業者、他県から応援いただいた同業者と安置所から火葬場へのご遺体の搬送のお手伝い。

・仮埋葬の掘り起こし作業のお手伝い。

　震災当時は水道・電気・電話での連絡手段などが断たれ大変な時であっても社員が一丸となって、

地震でめちゃくちゃになった店舗・葬祭会館の片づけや、山の湧き水をタンクに汲みに行ったり、近

隣の住民・寺院関係者へローソクを配ったりと率先してやっておりました。

　亘理町役場の要請に従い、刈谷葬儀社様、JA 蓮月季様、フローラ様達と連携して対応しました。

今思い出しても、津波で被災した当社が単独でどこまで対応できたか疑問です。近くの同業者が、こ

れほど心強く感じる事があるのかと思いました。

　また、葬祭組合からの情報共有や物資支援等にも大変勇気づけられた事を覚えています。それは

2020 年初期から始まったコロナショックの時にも改めて感じました。自分や社員の健康が害される

　当社はすべての施設を震災による津波でなくしてしまい、震災後ひと月ぐらいは、活動停止状態で

した。また代表者の個人的事情により町内に留まることができず、津波直後の復旧作業に貢献するこ

とができず今でも申し訳ない思いが残っております。

　ようやく 4 月の中頃、町内に拠点を確保できたので少しずつ葬儀施行、葬具、仏具の供給など要望

に対応できるようになりました。その後、身元不明のご遺体の安置所の設営や移動など少し公的な要

請にもお手伝いできるようになっていきました。

株式会社  舟屋葬祭

有限会社  まつや

有限会社  やまと屋

有限会社  山形屋

南三陸志津川石巻会館 石巻会館
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　震災時のご遺体の受け取り、受け入れ、火葬を待っている期間のご遺体のケアなど今でも鮮明に覚

えております。沿岸部より引っ越された方、またあの事の記憶を風化させないために現在では 3 月

11 日を含めた 3 日間程度で会場内に献花場を設け震災に遭われた方を弔っております。

　弊社会館は 2 会場（長町本社・あすと長町）ありますが、当時長町本社の斎場の祭壇が倒壊するな

ど使用できなかったため、あすと斎場のみにて対応いたしました。

〇主な取り組みとして

　・震災でのお客様ならびに一般のお客様のご安置・ご供養⇒後日葬儀施行

　※会場に収まり切れず受け入れをお断りした時期もありました。大変申し訳なく思っております。

　・要請により、身元不明者の搬送（安置所～火葬場）　・被災地へ柩のお届け

　・お客様の依頼により被災地に救援物資を届けるために弊社車両の貸し出し

〇社員の取り組みとして

　・社員本人も被災者だったにも関わらず故人様のお迎え・早朝火葬場へ予約・県外の火葬場までの

搬送等の対応をいたしました。　　感謝しております…

・火葬をする日に被災されて交通手段の無いご遺族の送迎をした。 

・棺やローソクが不足になったので仙台の取引業者に取りに行き町内の同業者に必要が有れば提供し

ますと連絡をとり協力体制をとった。

・町内会の炊き出し作業に協力をして備品や燃料の提供もした。

有限会社  優夢  サンパレスマルト  みやび

有限会社  渡源

株式会社  涌谷葬祭センター

だけでなく事業停止の可能性もある中、葬祭組合から送られてくる情報を元に対策を立てる事で、精

神的に助けられました。

3 月 14 日阿武隈川河口付近の
自宅兼倉庫

3 月 12 日海から
３キロ内陸にある生協前

亘理町荒浜
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